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して SC-STBC ダイバーシチに適したロバスト FDE を提案している．SC-STBC ダイバーシチのためのロバスト
FDE では，1STBC 符号語が複数の符号化ブロックで構成されていることに着目し，ブロックごとに一つの FDE
重みを用いる．そしてチャネルの周波数変動とSTBC符号語のチャネルの時間変動を考慮して複数のFDE重みを
同時に決定することで 1STBC 符号語内のチャネルの時間変動に起因する STBC 符号干渉を抑圧する．第 2 章で
は，はじめに1STBC符号語内のチャネルの時間変動を考慮した場合におけるSTBC符号化前の送信信号とSTBC








演算量でほぼ同等の平均BER 特性を達成できることを明らかにしている．また送信ロバスト FDE は，従来送信
FDE と比較して，所要 BER=10−3を達成可能な許容ドップラー周波数を約 6 倍に大きくできること，送信ロバス




















































































×△ ○ Robust FDE
×△ ○ Conv. FDE







して SC-SFBC ダイバーシチに適したロバスト FDE を提案している．SC-SFBC ダイバーシチのためのロバスト
FDE では，1SFBC 符号語を構成する複数の周波数成分間で異なる FDE 重みを用いることを許容したうえで，
1SFBC 符号語内のチャネルの周波数変動を考慮して複数の FDE 重みを同時に最適化することで，1SFBC 符号語
内のチャネルの周波数変動に起因するSFBC符号干渉を抑圧する．第2章と同様に，はじめに1SFBC符号語内の
チャネルの周波数変動を考慮した場合における SFBC 符号化前の送信信号と SFBC 復号後の受信信号との MSE
を導出した後，そのMSEを最小とする送信および受信ロバストFDE 重みの閉形式解を導出している．また1FFT
ブロック内のチャネルの時間変動と周波数変動の両方を考慮して，時間・周波数二重選択性フェージング環境下





チとロバストFDE を用いるSC-SFBC ダイバーシチの比較を行い，受信ロバストFDE を用いるSC-SFBC ダイバ
ーシチは，第 2 章で提案した受信ロバスト FDE を用いる SC-STBC ダイバーシチと比較して BER=10−3を達成可
能な許容正規化最大ドップラー周波数を約 2 倍にできること、rms 遅延スプレッド正規化 rms 遅延スプレッドが
2.0 以上かつ正規化ドップラー周波数が 0.03 未満の場合はロバスト FDE を用いる SC-STBC ダイバーシチがロバ



























































×△ ○ Robust FDE
×△ ○ Conv. FDE
















































（Nc=128, Ng=32, Nt=3, Nr=2, Eb/N0=7dB, L=16-path Uniform PDP）  
 第4章は結論である． 
以上要するに，本論文では，高速移動環境におけるSC-STBCダイバーシチおよびSC-SFBCダイバーシチに適
した新たなFDE を提案し，その有効性を理論解析および計算機シミュレーションにより明らかにしている． 
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